






72

左手を下げると同時に、 右手は図 4 の矢印のように運ん

で、右手のパケットを左手のパケットの上に重ねます。ちょ

うどケースの上が隠れるような位置に右腕を位置させる

のです。

「このようにカードを弾くと」 と言いながら、 ベースポジショ

ンでデックをリフルして、 「こちらにカードが飛行します」

と言って、 右手を図 5 の矢印のように運び、 ケースを指

さします。 ケースの上にカードがないので、 驚く演技をし

ます。

「もしかすると逆方向に飛行してしまったかもしれません」

と言って、また右手をベースポジションに運び、そこでデッ

クを両手の間に広げます。サンドイッチ状態まで広げたら、

図 6、 「やはりこちらにありました」 と言います。

サンドイッチ状態のカードの右で分けて、 右手のカードを

そろえてベースポジションに置きます。 図 7。 そのとき左

手は上の 4 枚を少し広げておきます。 あとで 4 枚目の下

にブレークを作るからです。

右手を左手のカードの上に運び、 ブレークの上の 4 枚を

そろえてビドルポジションに持ち、 1 枚、 2 枚、 3 枚とデッ

クの上に引いて取りますが、 3 枚目はダブルで置きます。

そして図 8 のようにずらして置き、 しかも 1 枚目のＪの下

にブレークを作ります。

4

5

6

7

8
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右手を図 9 のように持ち替えますが、 右中指の先を中央

の裏向きのカードの右サイドぎりぎりに当てます。

両手を立ててカードを垂直にするとき、 見えている裏向き

のカードを左親指の先、 スペードのＪの下に隠れている

裏向きのカードを右中指の先で、 左にずらします。 図 10

はずらしている途中です。 この時点では、 カード全体は

かなり垂直に近くなっています。

そして全体が垂直になった時点では、 図 11 のようになっ

ています。 観客から見れば、 図 9 の状態のまま、 反対

側を見せたように見えます。

右指先を伸ばしてブレーク上の 2 枚を押さえ、 右手は図

12 のように 4 枚を右に運びます。 この図はマジシャンか

ら見た図ですが、 相手から見たら、 サンドイッチ状態の

反対側を見せたことになります。

垂直状態のままで右手のカードを左手のカードの手前に

戻し、 図 13、

9

10

11

12

13
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右手を図 14 のように持ち替えて、 カードを水平に戻しな

がら、 上の 2 枚をそろえて右手に取り、

すぐ裏向きのカードを右に押し出します。 図 15。 そのカー

ドをベースポジションにあるパケットの上に落とします。

もう 1 枚の表向きのＪをずらして右手のカードの下に取り、

ずらした状態でケースの上に置きます。 図 16。

左手のパケットをベースポジションのパケットの上に重ね、

それらを取り上げてそろえます。 そのとき図 17 のように、

右袖でケースの上のカードをずらして、 サンドイッチ状態

の 3 枚が広がった状態にします。

「このようにカードを弾くと」 と言いながら、 デックをリフルします。 そしてまた右手を図 5 の矢印の

ように運んでケースを指さし、 「こんどはこちらに飛行してきました」 と言います。 デックを左わきに置

き、 3 枚を取り上げて、 選ばれたカードを名乗らせてから、 選ばれたカードを抜いて表を見せます。

* 備　考 *

この作品の演出や現象はスーザの原案のままで、 手法を加藤が変更いたしました。
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Part 9　ディミニッシュ現象

この Part には、 サンドイッチカードの 2 枚の間に、 複数枚のカードがはさまり、 それが 1 枚

に減って選ばれたカードが現れる、 という現象の作品を集めました。

ジャックスダウンアンダー

= リチャード ・ ヴォルマー、 雑誌 " アポカリプス "、 1984 年 4 月 =

多くはさまり過ぎたので、 ダウンアンダーもしくはリバースファローで減らすと、 最後の 1 枚が

選ばれたカードになります。

* 方　法 *

2 枚の赤のＪを抜き出してテーブルに表向きに置きますが、 そのとき密かに７のカードをトップに運

びます。 それからデックを裏向きにして持ち直します。

1 枚のＪを右手で取りにいきつつ、 トップカード ( ７のカード ) の下にブレークを作ります。 Ｊを表向

きにトップに置き、 ブレークからダブルアンダーカットを行います。 デックをテーブルに置き、 相手

にまん中へんでカットさせ、 上半分を下半分の隣りに置かせます。 その上にもう 1 枚のＪを表向き

にのせますが、 少し前にずらして置きます。 その上にもとの下半分をのせます。

前に突き出ているＪを押し込んでそろえます。 以上の動作は、 いかにも相手がカットしたところにＪ

を入れたように感じさせます。 現在、中央近くに 2 枚の表向きのＪがあり、それらの間には７のカー

ドがはさまれています。

ここで相手に 1 枚のカードを抜かせますが、 表向きのＪがはっきり見えないようなやり方をします。

バルマーはカードを手から手に飛ばしてストップをかけさせています。 上半分だけ広げて抜かせて

もかまいません。 相手が抜いたカードを見ているとき、 スウィヴルカットして上半分を左手に取り、

その上に相手のカードを返させ、 右手の残りをその上にのせますが、 間にブレークを作り、 ブレー

クからダブルカットを行います。

ここでファローシャフルをするのですが、中央近くにある表向きのＪよりほんの少し上でカットします。

そしてカットしたカードをアウトのファローシャフルします。 このファローは完全である必要はありま

せん。 表向きのＪの間のカードの間に確実に 1 枚ずつはさまればいいのです。

もういちど同じファローシャフルを行います。 これで表向きのＪの間に 7 枚のカードがはさまったこ

とになり、 その 7 枚の中央には７のカードがあります。 相手のカードはトップに保たれます。
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「2 枚のＪがあなたのカードをはさんで捕まえます」 と言って、カードに魔法をかけます。 そしてカー

ドを両手の間に広げます。 Ｊの間にたくさんのカードがはさまっているので、 驚いた顔つきを見せ

ます。 そして表向きのＪとそれらにはさまれたカード、 計 9 枚のカードを抜き出してテーブルに置い

て、 残りのデックはわきに置きます。

「カードを減らしていくとどうなるか見てみましょう」 と言って、 9 枚のカードを相手に持たせます。

そしてダウンアンダーを行わせます。 1 枚目と 5 枚目に表向きのＪがテーブルに置かれます。 そこ

でストップさせます。 そして残っている 4 枚のカードをわきに置いてあるデックの上に捨てさせます。

テーブルの 5 枚を取り上げさせ、 ふたたびダウンアンダーを行わせ、 2 枚目の表向きのＪがテー

ブルに置かれたところでストップさせます。 残っている 2 枚をデックの上に捨てさせます。

テーブルには 3 枚のカードがあり、 2 枚の表向きのＪの間に 1 枚の裏向きのカードがはさまってい

ます。 相手のカードを名乗らせてから、 はさまっているカードを表向きにします。 すると相手のカー

ドでなく、 ７のカードなので驚いた顔つきをします。

「７のカードが出てきたということは、 7 枚目のカードを見ればよいということです。 三度目の正直

ですから、 こんどは間違いなくあなたのカードが出てきます」 と言って、 相手にデックを取らせ、 7

枚のカードをディールさせ、 最後のカードを表向きにさせます。

三度目の不正直

= 改案 ： 加藤英夫、 2000 年 1 月 15 日 =

前述の ' ジャックスダウンアンダー ' では、3 枚のカードをデックの中にウィーヴしていますが、

新しくないカードではこれがけっこう正確に 1 枚おきに入ってくれません。 そのためのハンド

リングの変更と、 トリックに適切なセリフを考えました。

* 方　法 *

最初に 2 枚のＪを出すときに、 トップ ( バック ) から 2 枚目に７のカードをセットします。 2 枚のＪを

見せるときに、 トップの 3 枚をアディションして、 2 枚のＪの間に 3 枚をはさみます。 それら 5 枚の

下にブレークを作り、 ダブルカットによって 5 枚をボトムに運びます。

相手にカードを抜かせ、 上から 3 分の 1 ぐらいをスウィヴルカットして左手に取り、 その上に相手

のカードを返させ、 その上に右手のカードを重ねます。

「表向きのカードの間に 1 枚のカードがはさまるようなシャフルをやります」 と言って、 ファローシャ

フルします。

そしてデックを両手の間に広げます。 7 枚もはさまっているので驚く演技をします。 「これでは中身
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が多すぎますので、 中身を減らします」 と言って、 原案と同じように 5 枚に減らします。

5 枚のサンドイッチになったときには、 「これでもまだビッグマックみたいですから、 まだ減らします」

と言って、 3 枚のサンドイッチに減らします。 そして 「ようやく三度目で 1 枚になりました。 三度目

で 1 枚ですから、 これが本当のサンドイッチです」 と言います。

「三度目の正直と言いますから、 間違いなくあなたのカードが見つかったはずです」 と言って、 相

手のカードを名乗らせてからはさまれたカードを表向きにします。 「違いますね、 これを一般的に

三度目の不正直と言います」 と言います。

「今日は四度目の正直であなたのカードを現します。 これは７のカードです。 困ったときには ' 質 '

が頼りになるんですよね。 こちらから 7 枚のカードを数えてください」 と言って、 相手にディールさ

せて、 相手のカードを名乗らせてから、 相手の手に残っているカードのトップカードを表向きにさせ

ます。

サーチ＆ディストロイ

= アーロン ・ フィッシャー、 " ペーパーエンジン "、 2002 年 =

これはラリー ・ ジェニングスの ' サーチャー '(" リチャードアルマニャック、 1984 年 1 月 /2 月

号 ") が、 あまりにも技法の連続であることから、 まったく技法を使わないで演じられないかと

考えて生まれたとのことです。

アーロン ・ フィッシャーがこのバージョンをジェニングスに見せたところ、 " でもあのパスを使

うやり方の方が面白いんじゃない " と言われたそうです。 フィッシャーは、 パスを使うのは面

白いかもしれないが、 パスを使わないことによって、 効果は明らかに上がっていると断言して

います。

確認のためにジェニングスの原案を読みましたが、 この場合については、 フィッシャーの肩

を持つことにいたしました。 技法を使いすぎるとプロセスが複雑になり、 それだけ現象がクリ

アでなくなるということを示す、 ひとつの好例だと思います。

* 方　法 *

あらかじめ 2 枚の赤いＱを抜き出して、 テーブルに表向きに置いておきます。 相手に 1 枚のカー

ドを抜かせ、 おぼえてから返してもらい、 トップから 6 枚目にコントロールします。

「この 2 枚のＱを使って、 選ばれたカードを見つけます。 というとたいていのマジシャンは、 この 2

枚のカードで選ばれたはさんで見つけますが、 私はこの 2 枚の間から関係ないカードを除外する

というやり方で見つけることにいたします」 と説明します。
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デックをリボンスプレッドして、 1 枚のＱを表向きに一方の

端から 6 枚目に入れます。 そしてもう 1 枚のＱを表向き

に他方の端から 6 枚目に入れます。 図 1。

「2 枚のＱの間のどこかに選ばれたカードがありますが、 あなたに少しカードを減らしてもらいます」

と言って、 カードをそろえます。 相手にデックを渡して、 「このようにだいたいまん中から分けて、

上下を入れ替えてそろえてください」 と、 カットする手真似をして指示します。 そしてデックを受け

取ります。

デックをテーブルにリボンスプレッドして、 「ほら、 間のカードがまえよりも少なくなりました」 と言い

ます。 すぐスプレッドを閉じて、 デックを左手に持ちます。

1

「間から除外されたカードをどけます」 と言って、 両手の

間にデックを広げ、 2 枚目のＱとそのつぎの裏向きの 1

枚が見えるところまで広げてストップします。 図 2。

「まず上の部分をどけます」 と言って、 図 3 のように 2 枚

目のＱがいちばん左端になるように少し引いて、 そのとき

そのＱの下のカードの下にブレークを作ります。 そして左

親指を伸ばして 1 枚目のＱを押さえ、

図 4 のようにそのＱの右でカードを分けます。 そして右に

分けたカードをテーブルに置きます。

2

3

4
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つぎにブレークより下のカードを図 5 のように左に分け、

分けたカードを先にテーブルに置いたカードの上に置きま

す。 カードをそろえて相手に渡します。 「もういちど先ほど

と同じようにまん中あたりから分けて上下を入れ替えてく

ださい」 と言います。

カードを受け取って、 両手の間に広げます。 図 6。 「また

間のカードが減りました」 と言います。

5

6

「こちらのカードを捨てて」 と言いながら、1 枚目のＱの右で分けて、分けたカードをテーブルのカー

ドの上に捨てます。 「こちらのカードも捨てます」 と言って、 2 枚目のＱの左で分けて、 分けたカー

ドをテーブルのカードの上に捨てます。 サンドイッチ状態の 3 枚が残ります。

選ばれたカードを相手に名乗らせてから、 はさまれているカードを抜いて表を見せます。
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Part 10　ビジュアルサンドイッチ現象

マルローのサンドイッチローディングテクニック自体に効力があるので、 サンドイッチ状態の

3 枚を手に持って、 魔法をかけてから広げるだけでも、 十分にマジックの現象となります。 こ

の Part には、サンドイッチ状態になった 3 枚をどのようにして結果を面白く表現するか、様々

な方法を集めました。

アスキュー

= アル ・ スミス、 雑誌 " パビュラー "、 1980 年 9 月 =

YouTube でよく見られるやり方に、 2 枚をＶ字型に広げて持ち、 デックにぶつけた瞬間に広

げるというやり方があります。 それだけでもけっこうマジックの現象になります。

そのようにサンドイッチ状態になったのをただ広げて現すというのが、 作品としてどこかに書か

れていないかと探したらありました。 デックをドリブルオフして、 サンドイッチカードを落ちてく

るカードの中に入れた瞬間に広げ、 サンドイッチ状態になったのを見せるという見せ方です。

やり方を説明をしなくてもわかるとは思いますが、 ローディングすること自体にマルローと違う

方法が使われていて、 それが参考になりますので、 全体を説明することにいたします。

* 方　法 *

「まず 3 枚のカードを選んでいただきます」 と言って、 カードをディールしていストップをかけさせま

す。 ストップしたところのカードを前に置きます。 さらにディールしてストップをかけさせ、 あと 2 枚

のカードを前に置きます。

デックをそろえて右手に持ち、 左手が前に置かれた 3 枚を取りにいくとき、 右手のデックをわきに

置きながらワンハンドトップパームを行います。 そして左手に取った 3 枚にパームしている 1 枚を

加えます。

「この 3 枚の中から 1 枚のカードを選んでもらいます。 1 枚ずつ下にまわしていきますから、 好き

なところでストップをかけてください」 と言って、 上から下にまわしていきます。

ストップがかかったら、左親指で 3 枚をプッシュして、トリプルターンオーバーします。 表向きになっ

たカードを指さして、 「このカードをおぼえてください」 と言います。

トリプルターンオーバーして裏返し、 トップの 1 枚をデックの上に置き、 デックをカットします。 残り

のカードのうち、 いちばん上の 1 枚を表向きに返し、 ダブルプッシュして下の 1 枚を表向きにして、
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それを下に入れてそろえます。 これでサンドイッチ状態の 3 枚ができました。

この 3 枚を左手に持ち、 右手でデックをドリブルオフして、 途中で左手のカードを落ちてくるカード

の中に入れて、 瞬間的に 3 枚を広げて手前に引きます。 選ばれたカードを復唱してから、 はさま

れているカードを抜いて、 表を見せます。

* 備　考 *

ディールしてストップされたところからカードを抜き出すということと、 1 枚アディションするのに

ワンハンドトップパームを使うところに、 3 枚しか取らなかったということを印象づける、 という

アル ・ スミスの執念が感じられます。 スミスはこのトリックでマジシャンをも驚かせてきた、 と述

べていますが、 それはそのことの印象づけに成り立っているのだと思います。 その点を知っ

た上で、 このやり方を解釈していただきたいものです。

私はワンハンドトップパームが得意ではないので、 上記の印象づけをする他の手法として、

つぎのようなやり方もありだと思います。

両手の間に広げながら相手に指ささせ、 3 枚のカードをアップジョグしますが、 最初の段階で 1 枚

のカードをカルして置きます。 3 枚アップジョグしたあと、 あまりきちっとそろえない状態で、 右手で

アップジョグカードを抜きつつ、 カルしているカードを加えてしまいます。

はみ出たサンドイッチ

= 加藤英夫、 1998 年 10 月 22 日 =

* 方　法 *

相手に選んでもらったカードを結果的にトップから 2 枚目にコントロールします。 トップカードを縦に

返して表向きにしてトップにのせますが、 その動作中につぎのカードの下にブレークを作り、 ブレー

ク上の 2 枚の前端をを右手でつかみますが、ちょうどプッシュインチェンジを行うときの取り方です。

その 2 枚をデックの前端から中央にさし込み、 カードの

長さの 3 分の 2 ぐらい押し込みますが、 下のカードをさら

に中指で押し込みます。 そのカードが 1cm ぐらい出てい

る状態で止めます。 図 1。 点線が下のカードの位置です。

1

そのとき左親指を出ている下のカードの左上、 左人さし指の先を右上に当てて、 下のカードの縁

をカバーしています。
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右指先で突き出ている表向きのカードの右上コーナーを

つかみ、 図 2、

表向きの 2 枚を反時計方向にまわし、 図 3 の状態としま

す。

続けて右手を図 4 のように持ち替えて、

表向きのカードを中まで押し込んで ､ 図 5 の位置まで運

びます。

右手をデックから離します。 「ワンツースリー」 のかけ声とともに、 左手を前に振りますが、 そのと

き横向きの表向きのカードを左手の指で押して膨らますようにすると、横向きのカードの上下のカー

ドが全部前に飛び出してテーブルに落ちます。左手には横向きの 2 枚の表向きのカードにはさまっ

た裏向きの 1 枚がありますから、 相手のカードを名乗らせてから、 はさまれているカードを抜いて

表を見せます。

2

3

4

5

つぎのトップカードを縦に表向きに返し、 同じような取り方と入れ方で、 最初に入れたカードの下

に入れますが、 突き出ている相手のカードの下に入れて、 1 枚目の表向きのカードにそろえます。
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エジェクティングサンドイッチ

= 加藤英夫、 2003 年 1 月 19 日 =

ツバで少し指先を湿らせて 3 枚のカードの右手前コーナー近くを持ち、 急激に親指を持ち

上げて下げると、 2 枚目のカードがどの方向かに飛び出します。 飛び出す方向は、 そのと

きに右手をどのように傾けているか、 どのように動かすか、 などによって違ってきます。

この原理を用いたやり方を "Card Magic Library" に書いたつもりですが、 パソコンファイル

からは見つけられませんでした。 書いたと記憶しているやり方は、 左手でデックをリフルして、

いかにもデックの中からピンセットではさんで抜き出すように現すやり方です。

ここでは、 同じ原理を使って、 垂直に持ったサンドイッチカードから選ばれたカードを現す方

法を説明いたします。 親指の先が少し湿っている状態でやります。

* 方　法 *

マルローのサンドイッチローディングテクニックなどでサン

ドイッチ状態にした 3 枚を、 サンドイッチカードの表を観客

に向けて ､ 図 1 のように持ちます。 右下コーナー近くぎり

ぎりを持ちます。

右手を勢いよく下に下げて、 すぐ上げる動作を行います。

( 図 2 の緑矢印 )。 スナップをつけて上下させるのです。

その動作と同時に、 親指を図 2 の赤矢印のように開いて

すぐ閉じます。 上下の動きは誇張されています。 この図

ほど大きく動かさなくてもできます。

その結果、 はさまれているカードが上に飛び出します。

図 3。 選ばれたカードを名乗らせてから、 飛び出たカード

の表を見せます。

1

3

2
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ブーメランサンドイッチ

= 加藤英夫、 2003 年 1 月 31 日 =

* 方　法 *

相手のカードをトップにコントロールしたあと、 2 枚のＪを裏向きにトップに置きます。 上の 1 枚を表

向きに返しますが、 そのとき 2 枚目のＪの下にブレークを作り、 表向きに返したＪの下に裏向きの

Ｊをダブルで取ります。

その 2 枚にかなり強い下向きのブリッジをかけます。図 1。

この図は曲げ方を誇張しています。

いったん 2 枚をトップに置き、 上の 1 枚を右手で取り、 そのカードでつぎのカードを表向きにひっく

り返します。 と同時に上から 3 枚目の下にブレークを作り、 2 枚を取ると見せて 3 枚を右手に取り

ます。 上の 1 枚をデックの上に引いて取り、 残りの 2 枚をその上にのせて 3 枚をそろえて右手に

持ちます。

いま3枚のカードの曲がり方は図2のようになっています。

この図は曲がり方を誇張しています。

その 3 枚をカードスピンの位置に右手に持ちます。 すなわち人さし指を右上コーナーにあて、 中

指は右上コーナーの下面、 親指はその上面に当てて持ちます。

3 枚をテーブルに投げるのですが、 ブーメンランを投げる

ようにスピンさせて投げます。 テーブルに落ちた 3 枚は、

図 3 のような感じに広がります。 相手のカードを名乗らせ

てから、 中央のカードを表向きにします。

2

1

3
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サドンサンド

= 加藤英夫、 2004 年 3 月 21 日 =

* 方　法 *

相手が選んだカードをトップにコントロールします。 表を自分に向けて広げ、 2 枚の黒いＪをアップ

ジョグして、 アップジョグしたままデックを裏向きにします。 そのときトップカードの下にブレークを

作ります。

アップジョグされた 1 枚のＪを抜いて表向きにトップにのせ

ます。 トップカードにぴったり重なるように置くこと。 つぎ

のＪを抜いて表向きにトップにのせますが、 図 1 のように

ずらしてのせます。

右手を図 2 のようにブレークの下にさし入れ、 3 枚を右手

で取り、 デックをテーブルに置きます。

カードに注目を集め、 ゆっくりとカードをそろえます。 そし

て図 3 のように両手の指先で持ちます。

「ワンツースリー」 とかけ声をかけて、 「スリー」 のとき、

左手で上の 1 枚だけをく図 4 のように左手前にずらすと

同時に下 ( 床の方向 ) に押しつけると、

1

2

3

4
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そのカードは弾けて右手のカードの下にいきます。 図 5。

弾けるのと同時に、 右手の 2 枚のカードを図 6 のように

ずらします。 瞬間的に裏向きのカードが間に現れたよう

に見えます。

選ばれたカードを名乗らせてから、 はさまれているカードを表向きにします。

5

6
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Part 11　マグネチックカード現象

厳密に言えば、 この PART の作品の現象は、 サンドイッチ現象とは違いますが、 類似現象

として収録いたしました。 マグネチック現象とは、 あるカードが他のカードを引きつける現象

です。 1 枚が引きつけられるタイプが多いですが、 ここでは両側に引きつけて、 結果として

1 枚のカードの両側に選ばれたカードがくっつく現象を解説いたしました。

ツインサンドイッチ

= 加藤英夫、 2012 年 10 月 22 日 =

* 現　象 *

マジシャンは最初に、 1 組のカードの中には、 不思議なパワーを持つ双子のカードが入っていると

告げます。 そして相手がシャフルしたデックを受け取り、 トップの 20 枚ぐらいをカットして相手に渡

します。

相手はカードをディールしていき、 好きなところでストップします。 そして最後に置いたカードをその

位置で表向きにして、 そしてカードに向かって念じさせてから、。 残りのカードのその上に重ねさせ

ます。 マジシャンは念じたことによって 1 枚のカードにパワーが伝わったと言います。

もう 1 枚のカードにパワーを伝えるために、 もういちどディールさせて、 表向きのカードが置かれ

たところで、 また念じさせます。 そして残りのカードを上に重ねさせます。

マジシャンはカードをリボンスプレッドします。 そして相手がひっくり返した表向きのカードとその両

隣りのカード、 計 3 枚を抜き出します。 「不思議な双子のカードが見つかったかどうか見てみましょ

う」 と言って、 右端のカードを表向きにすると、 それはスペードの４です。 マジシャンは、 「このカー

ドの双子の相手は、 クラブの４です」 と言って、 左端のカードを表向きにすると、 それはクラブの

４なのです。

* 方　法 *

シャフルされたデックを受け取って、 表向きにリボンスプレッドして、 「よく混ざっています」 と言い

ます。 トップ '( バック ) カードをグリンプスして、 そのカードと同色同数のカードが、 トップから 20

枚ぐらいの中にないかどうかを確認します。 そのカードがどこにかるのかを確認するのではなく、

そのカードが 20 枚ぐらいの中になければよいのです。

20 枚ぐらいの中にある場合は、 備考にて説明します。 とりあえず 20 枚ぐらいの中にないものとし

て説明を続けます。 トップカードがスペードの４であるとします。
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「よく 1 組のカードの中には、 不思議なパワーを持つ双子

のカードが入っている場合があります。 この中にそのよう

な双子が入っているかどうか確認します」 と言って、 表を

自分に向けて広げていき、 トップカードと同色同数のカー

ドを見つけたら、 図 1 のように左親指の先を当てて、 少

し左にずらします。

そのカードをずらしたままカードを送り続け、 そのカードを

左親指で押さえて、 左手に 20 枚ぐらいのカードが残るよ

うにカードを分けます。 図 2。

右手のカードをわきに置きます。 左手のカードをそろえ、 裏向きにして空いたに渡し、 あとは現象

説明の通りに進めます。

* 備　考 *

バックの 20 枚の内にグリンプスしたのと同色同数のカードがある場合は、 リボンスプレッドを

閉じたあと、 「全部使うと時間がかかるので、 カードを減らします」 と言って、 表向きに持っ

ているデックから、 左手に 20 枚ぐらい残るように分けて、 右手のカードを捨てます。

「よく 1 組のカードの中には、 不思議なパワーを持つ双子

のカードが入っている場合があります。 この中にそのよう

な双子が入っているかどうか確認します」 と言って、 表を

自分に向けて広げていき、 図 3 のように同色同数カード

を左に引き出し、 それがフェースにいくようにカードを閉じ

ます。

あとは現象説明の通りに進めます。

1

2

3
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クイーンの誘惑

= 加藤英夫、 2012 年 11 月 1 日 =

* 現　象 *

マジシャンはハートのＱとスペードのＱを抜き出して手に持ちます。 客にデックをよくシャフルさせた

あと、 テーブルにディールさせ、 好きなところでストップさせます。 ストップしたところに 1 枚のＱを

表向きに置き、 その上に手に残りのカードを重ねさせます。 もういちど同じことをやって、 もう 1 枚

のＱをストップしたところに入れます。

デックをリボンスプレッドすると、 離れたところに 2 枚の表向きのＱがあります。 それらの両隣りの

カードを取り出し、 それぞれのＱの両隣りのカードを表向きにすると、 それらはすべてＫなのです。

* 方　法 *

トップより、 ダイヤのＫ、 スペードのＱ、 クラブのＫ、 スペードのＫ、、、 とセットしておきます。

トップの 4 枚を保ってシャフルします。 「このマジックには、 絶世の美女が 2 人登場します」 と言っ

て、 表を自分に向けて広げ、 ハートのＱとハートのＫを見つけてフェースに置きます。 Ｑがフェー

スになるように置きます。

いかにもフェースから 2 枚を取る振りをして、 フェースの 1 枚だけを取り、 バックにまわします。 見

つけた 2 枚のＱをバックにまわしたように見せるのです。

デックを裏向きに返し、 「1 人目の美女はこのＱです」 と言いながら、 トップカードを表向きに返し

ますが、 トップの 1 枚を押し出すときにつぎのカードもずらして、 表返したときに上から 2 枚目の下

にブレークを作り、 そろえます。 ブレーク上の 2 枚をビドルポジションに持ち、 「2 人目の美女はこ

のＱです」 と言いながら、 つぎのカードを押し出しますが、 そのつぎのカードも少しずらします。 そ

して右手でトップカードを表向きに返し、 上から 2 枚目の下にブレークを作ってそろえます。

ブレーク上の 2 枚を右手のカードの下に、 少し左にずら

して取ります。 図 1。

相手にデックを渡します。 右手のカードを左手に渡してそろえますが、 上から 2 枚目の下にブレー

クを作ります。

1
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「カードを 1 枚ずつテーブルに置いていってください。 そしてかなり置いたら、 好きなところでストッ

プしてください」 と指示します。

相手がストップしたら、 ブレーク上の 2 枚を取り、 ディールされたカードの上にのせてそろえます。

そして残りのカードを上に重ねさせます。

もういちどディールしてストップさせます。 残りの 2 枚をディールされたカードの上にのせて、 残り

のカードを重ねてそろえさせます。

デックを受け取ります。 「それぞれのＱは、 あなたが自由に決めた位置に入れられました。 しばらく

するとＱの魅力に誘惑されて、 男たちが寄ってきます」 と言います。 そしてデックをリボンスプレッ

ドします。

それぞれの表向きのＱとその両隣りのカード 3 枚を前に抜き出します。 両隣りのカードを表向きに

して、 「ほら、 赤いＱの隣りには赤いＫ、 黒いＱの隣りには黒いＫがエスコートしています。 うまく

いきました」 と言って終わります。

* 備　考 *

2 枚のＱと 4 枚のＫが現れましたから、 このあとその 6 枚を使って、 ' ホテルトリック ' に続け

るのもよいと思います。

サンドイッチチェンジ

= 加藤英夫、 1998 年 2 月 24 日 =

19 ページに解説の ' インサートサンドイッチ ' で使われている、 スプレッドの下に隠れている

カードの隣りにインサートする手法の応用作品です。 この作品では、 1 枚の両隣りに 2 枚入

れるのではなく、 2 枚の間に 1 枚を入れます。

* 方　法 *

あらかじめスペードのＡを抜いて表向きにテーブルに置いておきます。

2 人の客にカードを選ばせ、 トップにコントロールします。 トップ 2 枚の下にブレークを作り、 ブレー

クを維持してデックを表向きに返します。 現在のフェースカードをキーカードとして記憶します。

デックを表向きに返したら、 バックの 2 枚を右へサイドジョグし、 デックをスウィブルカットしてから

リボンスプレッドします。 相手のカード 2 枚は隠れています。 キーカードを見つければ、 選ばれた

2 枚がどこに隠れているかわかります。
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スペードのＡを裏向きにして左手に持ち、 右手でスプレッ

ドを持ち上げますが、 相手のカード 2 枚のうち、 上の 1

枚と下の１枚の間で持ち上げるようにします。 図 1。 この

図は持ち上げ方を誇張しています。

選ばれたカードの間にスペードのＡをさし込みます。 裏向

きのカードの両側のカードを広げて、 図 2、 それらが客の

カードであるかどうか確認してもらいます。 どちらも客の

カードではありません。

カードを閉じて、 裏向きにリボンスプレッドします。 表向きのスペードのＡと両側の裏向きのカード

を広げてから、 それらを抜き出します。 2 人のカードを名乗らせ、 両側のカードを表向きにします。

1

2
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Part 12　様々なサンドイッチ現象

本当のサンドイッチマジック

= 加藤英夫、 1973 年 1 月 29 日 =

私がマジックを始めたころから書き続けた "HK ノート " を読み返すと、 所々にはっとするよう

なマジックが埋もれているのに驚かされます。 天海賞受賞記念として’ MAGIC 100’ を書い

たときも、 ノートを全部読み返したはずなのですが、 そのとき見落とした面白い作品がいくら

でも出てくるのです。 まるで自分が宝物を埋めて、 それが時間とともに熟成し、 それが光り

輝いて出てくるかのようです。

* 方　法 *

「今日は、 これこそ本当のサンドイッチマジックというのをお見せします」 と言ってから、 シャフルさ

れたデックの表を自分に向けて広げ、 トップから 2、 3、 4 枚目とマッチするカードをアウトジョグしま

す。 その 3 枚にマッチするカードが含まれている場合は、 カットしてやり直します。 3 枚を抜き取っ

てボトムに裏向きに置きますが、 このとき上からトップから 2 枚目とマッチするカード、 トップから 4

枚目とマッチするカード、 トップから 3 枚目とマッチするカードの順になるようにします。

いちばん上のカードを表向きにして、 下の 2 枚の裏向きのカードの間にはさみます。 サンドイッチ状

態の 3 枚を広げて見せ、 「このようにカードがはさまれた状態をサンドイッチと言います」 と言い、

3 枚を閉じるときに下の表向きの 1 枚をアディションして右手に取り、 テーブルに置きます。 そのと

き左手はデックを裏向きにします。

トップの数枚をずらしながらトップカードを表向きにしてトップにのせ、 上から 4 枚目の下にブレー

クを作ります。

「カードを表向きにしていきますので、好きなところでストッ

プをかけてください」 と言って、 ブレーク上の 4 枚を手前

に 3cm ぐらいずらし、 裏向きのいちばん上のカードを引

き抜いて、 表向きにして手前にずらしたカードの上に重ね

ますが、 下のカードより少しだけ前にのせます。 図 1。 こ

れは、 カードの厚みをカモフラージュするためです。

裏向きのカードをつぎつぎと表向きにして、 手前に重ねていきます。 ストップがかかったら、 手前

にずれているカードを下のカードにそろえ、 そして表向きのカードをすべてどけてテーブルに置きま

す。 裏向きのカードもテーブルに置き、 トップを指さして 「このカードでストップがかかりました」 と

1
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言います。 サンドイッチカードを取り上げて左手に持ちます。

「あなたがストップをかけたカードは」 と言って、裏向きのパケットのトップカードを表向きにしてテー

ブルに置き、 「○○の××ですが」 とその名前を言います。 「サンドイッチカードと色と数が一致し

てしまいます」 と言って、 手元のカードの上の 2 枚を広げて、 まん中のカードがテーブル上の表

向きのカードと一致しているのを見せます。

手元のカードを閉じて左手のディーリングポジションに持ちます。 「もしもあなたが 1 枚あとでストッ

プをかけたとしたら」 と言って、 右手でテーブルの裏向きのパケットのトップカードを表向きにしま

すが、 そのミスディレクションにより、 左手はパケットをリバースします。 「それでもやはり一致しま

す」 と言って、 手元のカードを順番が変わるように 3 枚に広げて、 まん中の表向きのカードがテー

ブルの表向きのカードと一致しているのを見せます。

カードを閉じ、 「もう 1 枚先だとしても」 と言って、 テーブルのパケットのつぎのカードを表向きにし

ます。 「やはり一致します」 と言って、 2 枚目でダブルプッシュして 3 枚に広げて、 まん中のカード

がテーブル上のカードと一致しているのを見せます。 「このようにカードが三度一致しました。 これ

が本当のサンドイッチマジックです」 と言って終わります。

フレッシュスライス

= アル ・ スミス、 雑誌 " パビュラー "、 1983 年 9 月 =

読んでびっくり、 クリエーターの執念さえ感じます。 ' サンドイッチトリック ' と ' トライアンフ '

を結合してしまった作品です。 セリフは書きませんので、 適当につけてください。

* 方　法 *

2 枚の黒いＪを表向きにテーブルに置きます。 1 枚のカードを抜かせ、 おぼえてから返してもらい、

トップにコントロールします。 2 枚のＪを表向きにトップに置いて、 マルローのローディングテクニック

によってサンドイッチ状態にします。 それからトップのＪの下にブレークを作り、 ダブルカットします。

現在、 トップに選ばれたカードがあり、 トップから 2 枚目とボトムに表向きのＪがあります。

デックを中央から分けて、 天海リバースを行います。 す

なわち、 右手の半分を右に返して表向きにすると同時に、

左手のパケットもひっくり返し、 左手で右手のパケットをつ

かみます。 図 1 の状態になります。

1
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2 つのパケットを左右に置いて、 リフルシャフルしますが、 右のパケットから先に 2 枚以上落とし、

最後は左のパケットから落とすようにします。 シャフルしたあと、 1 回カットします。

デックを裏向きにして、 魔法をかけてからリボンスプレッドします。 中央にサンドイッチ状態の 3 枚

が現れます。 それらを抜き出し、 選ばれたカードを名乗らせてから、 はさまれたカードを表向きに

して見せます。

ダイレクトジャックサンドイッチ

= マイク ･ ガロ、 " ベストオブフレンズ 第 2 巻 "、 1985 年 =

色違いのカードでサンドイッチするという、 珍しいタイプです。 著者のハリー ･ ローレインも言

及していますが、 堂々とエクストラカードをセットできる点が巧妙です。

方 法

青裏のデックを使ってマジックをやっているとします。 ひとつのマジックが終わった段階で、 ボトム

にＪとかＫとかＡなどの、 探偵カードに使いやすいカードを置き、 裏向きにテーブルに置きます。 こ

こでは、 ダイヤのＪを置いたとします。

「つぎに ' 探偵カード ' というマジックをやりますが、 探偵がはっきりわかるように、 色違いのカード

を使うことにします」 と言って、 赤裏のデックを取り出します。 その中からダイヤのＪとハートのＪを

抜き出し、 テーブルに表向きに置きます。

残りの赤裏のカードは使わないので、 わきに捨てます。 左手で青裏のデックを取りにいきつつ、

右手はハートのＪを表向きに取ります。 デックの表を手前に向けているとき、 フェースにハートのＪ

をのせますが、 ダイヤのＪを少しプッシュして、 そのカードの下にブレークを作ります。 ハートのＪ

をのせる段階ではデックはビベルしていますが、 ハートのＪがのったときは、 デックは真上を向い

ています。 赤裏のダイヤのＪを取り、 表向きにフェースにのせます。

ブレーク上の 3 枚を右手のビドルポジションに持ち、 上の 1 枚 ( ダイヤのＪ ) を左親指でデックの

フェースに引いて取り、 右手の 2 枚をその上にのせてそろえる真似をして、 上の 2 枚をテーブル

に運びます。 そのときデックのフェースのダイヤのＪのフェースが見えないように、左手を返します。

右手は 2 枚を表向きにずらして置きます。

デックを 1 回カットして、 間にブレークを作ります。 そして 「このようにカードを落としますから、 ストッ

プをかけてください」 と言いつつ、 ブレークより少し上のカードを取り、 左手のカードの上にドリブ

ルオフして見せます。 本番では、 カード全体をつかみ、 相手がストップをかけたときにブレークか

ら下のカードを落とすように、 タイミングを合わせます。 これはカードをフォースするドリブルオフ

フォースではなく、 位置をフォースすることになります。
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そのようにして分けた、 左手のパケットのトップカードを押し出し、 左手を上げてそのカードのフェー

スを相手に見せ、 おぼえてもらいます。 左手を水平に戻して、 右手のカードを左手のカードの上

にのせる寸前に、 相手に見せたカードの下にブレークを作ります。

デックを表向きに返しますが、 ブレークは維持します。 テーブルからハートのＪを取り上げ、 ブレー

クの間に入れ、 アップジョグさせます。 もうブレークを維持する必要はありません。 ダイヤのＪ ( 青

裏 ) を取り、 ハートのＪより 7、 8 枚上にさし込み、 アップジョグさせます。 カードを広げて、 2 枚の

Ｊの間にカードがあるのを見せますが、 ハートのＪの下のカードが見えないように注意のこと。

2 枚のアップジョグカードを押し込み、 デックを裏向きにリボンスプレッドします。 2 枚の赤裏のカー

ドの間に、 1 枚の青裏のカードがはさまれています。 それら 3 枚を抜き出し、 相手のカードを名乗

らせてから、 中央のカードの表を見せます。

* 備　考 *

読んだ瞬間は面白く感じましたが、 練習を始めたら、 そうでもなくなりました。 面白くない原

因は、 ドリブルオフフォースを使うことにあることがわかりました。 何もフォースを使うことはな

いのです。

赤裏のダイヤのＪをボトムに置いたままヒンズーシャフルして、 相手にストップをかけさせます。 ス

トップしたら左手のトップカードを押し出して、 左手を上げてそのカードの表を相手に見せておぼえ

てもらいます。

左手を水平に戻しますが、そのとき選ばれたカードの下にブレークを作ります。 そしてその上にシャ

フルを続けますが、 最初に右手のボトムから数枚を落とし、 残りをシャフルします。 これで選ばれ

たカードの上に赤裏のダイヤのＪがくっつき、 選ばれたカードの下にブレークが保持され、 原案と

同様に続けられる状態となりました。

予言されたサンドイッチ

= 加藤英夫、 2012 年 10 月 31 日 =

前述の ' ダイレクトジャックサンドイッチ ' を読んで、 ひとつのジョーク的アイデアを思いつき

ました。

* 準　備 *

名刺大の紙片に 「選ばれたカードは赤いＪの間にはさまれる」 と書いておきます。 使うデックが青

裏だとしたら、 赤裏のクラブのＪとスペードのＪを使います。 それらの予言を胸ポケットに入れてお

きます。 Ｊは表面を外に向けておきます。
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このあと 2 枚の赤裏のＪをいままで解説した何らかの方

法で、 選ばれたカードの両側にサンドイッチさせます。 そ

して魔法をかけてからサンドイッチ状態になったのを見

せ、 3 枚を抜き出して図 1 のように右手に持ちます。

ここで相手に予言に書かれたことを読ませます。 「あれっおかしいですね。 予言が間違うはずない

のですが。 あなたがおぼえたカードはは何でしたか ｣ と問いかけます。

* 方　法 *

「このマジックには 2 枚のＪを使います」 と言って、 ポケットから 2 枚の黒いＪを取り出し、 表向き

にテーブルに置きます。 裏面は見せません。 デックを指さし、 「こちらに入っているクラブのＪやス

ペードのＪと違い、 この 2 枚は特別なパワーを持っています ｣ と言います。 「これは、 これから起

こることが書かれた予言です」 と言って、 予言の紙片を取り出し、 ふせてテーブルに置きます。

デックを両手の間に広げて、 相手に好きな 1 枚を指さしてもらいます。 それをアップジョグして見

せるとき、 そのカードの左下コーナーをアップジョグクリンプします。 相手がおぼえたら、 中に押し

込んでカードをそろえてから、 デックを相手に渡してシャフルさせます。

ここで右手を手前に返して、 図 2 のように反対面を自分

に向けます。 返す途中で赤裏が相手に見えてはいけま

せん。

図 2 の状態にしたら、 3 枚にあなたの視線を向けて、 左手で 3 枚を指さし、 「やはり予言は当たっ

ています」 と言います。

左手で左端のＪをつかみ、 「このＪは」 と言って、 ひっくり返して裏を相手に向けて、 「裏が赤です。

ですから赤いＪです」 とセリフを続けます。 そして裏を相手に向けたままもとの位置に置きます。

3 枚を左手に移し、 右手で右端のＪをつかみ、 「そしてこちらも裏が赤いＪです」 と言って、 ひっく

り返して裏を相手に向けてもとの位置に置きます。

はさまれたカードを抜いて、「そしてはさまれたカードが○○の××です」 と言って、表を見せます。

1

2
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ダブルファインダーズ

= アレックス ･ エルムズレイ、 " コレクテッドワークスオブアレックス ･ エルムズレイ第 1 巻 "、 1991 年 =

複数の選ばれたカードを当てるサンドイッチトリックを考えると、 連続した多数枚のサンドイッ

チカードの間にはさまるという、' コレクターズ ' が思い浮かびます。 それに対してこの作品は、

サンドイッチ状態が別々の 2 カ所で起こるという珍しいものです。

* 方　法 *

最初に 4 枚のＡを抜き出して表向きにテーブルに置きます。 2 人の客にカードを抜かせ、 おぼえ

てから返してもらい、 トップとボトムにコントロールします。

デックをテーブルに置き、 相手にだいたい等分の 4 つのパイルに分けさせます。 そのとき、 トップと

ボトムの部分がどこに置かれるか確認します。 そして A を表向きに各パイルの上にのせさせます。

トップ部分のパイルを取り、 トップ 2 枚をボトムにアンダーカットし、 そのパイルをボトム部分では

ないパイルの一方に重ねます。

ボトム部分のパイルを取り、 ボトムの 1 枚をトップにアンダーカットし、 このパイルを 2 つ重ねたパ

イルの上に重ねます。

最後のパイルを取り、 トップの 1 枚をボトムにアンダーカットし、 このパイルを 3 つ重ねたパイルの

上に重ねます。

カードをスプレッドすると、 2 枚の表向きの A の間に裏向きのカードがサンドイッチになったのが 2

カ所に現れます。 それらを抜き出して、 相手のカードを見せます。

* 備　考 *

4 つのパイルの上に A を置くのは、 自分でやっても効果が落ちるとは思えません。 自分で

やることにより、 赤と赤の A の間、 黒と黒の A の間にサンドイッチにして表現した方がよいと

思います。
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2 人の刑事

= 加藤英夫、 1997 年 12 月 7 日 =

このトリックでは、 すでにサンドイッチ状態になったものを、 いったんばらばらに離す、 という

奇妙なプロセスで構成されています。 マジックの現象はいっぺんに強い現象が起こるよりも、

あるプロセスを経てクライマックスが起こった方が、 インパクトが強いものです。 このトリックは、

とても単純な小作品にその考え方が取り入れられて、 十分実演価値のある作品になった例

です。

* 方　法 *

あらかじめ 2 枚の黒いＪを抜き出してテーブルに置いておきます。

相手に 1 枚のカードを取らせ、 トップにコントロールします。 右手で 2 枚のＪを取りにいくとき、 トッ

プカードの下にブレークを作ります。 2 枚のＪをトップに置き、 「これは 2 人の刑事です。 スペード

刑事とクラブ刑事です」 と言いつつ、 右手にブレーク飲上の 3 枚をビドルポジションに持ち、 1 枚

のＪをトップに引いて取り、 つぎの 2 枚を 1 枚のごとくトップに置きます。 セリフはそのアクションに

合わせます。

いちばん上の表向きのＪの下に右親指でブレークを作り、 まん中へんからカットして、 下半分を上

にまわして間に左小指でブレークします。 「2 人の刑事は犯人を探しまわります」 と言って、 ブレー

クから上のカードの半分ぐらいをカットしてテーブルに置き、 つぎにブレークの上のすべてをテーブ

ルのカードの上にのせ、 つぎに残りの半分ぐらいをカットしてテーブルのカードの上にのせ、 残り

のすべてをそれらの上にのせてそろえます。

カードを両手の間にスプレッドして、 2 枚の表向きのＪが離れ離れになったことを見せます。 「2 人

のＪは別行動して探しまわりました」 と言います。 カードを閉じるとき、下のＪの下に左小指のブレー

ク、 上のＪの上のカードの上に右親指でブレークを作ります。 そして親指のブレークからカードを

分けてテーブルに置き、 つぎに小指のブレークより上のカードの半分ぐらいをカットしてテーブルの

カードの上にのせ、 つぎに残りのカードの半分ぐらいをカットしてテーブルのカードにのせ、 そして

残りをそれらにのせてそろえます。

カードをテーブルにリボンスプレッドして、 「2 枚のＪが犯人を追いつめました」 と言います。 相手

のカードを名乗らせてから、 はさまれたカードを表向きにします。
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レディメードサンドイッチ

= 加藤英夫、 1997 年 11 月 11 日 =

* 方　法 *

「マジシャンがよくやるカードマジックに、 ' サンドイッチカード ' というのがあります。 1 組のカードの

中に 2 枚のカードを表向きに入れます。 そしてカードを広げると、 表向きの 2 枚の間に 1 枚の裏

向きのカードが、 サンドイッチのようにはさまっています。 そのカードがあらかじめお客様が選んだ

カードなのです。 サンドイッチを作るのにも、 注文を受けてから作るのと、 あらかじめ作っておくや

り方があります。 今日はすでに作ってあるレディメードのサンドイッチを使います。 1 組 52 枚の中

から、 まったく自由に 1 枚のカードを指定してください」 と言って、 好きなカードを 1 枚言わせます。

あとは、 ブレーンウェーブデックのギミックを利用して、 相手の指定したカードの両隣のカードが表

向きに現れるようにカードを広げます。 それら以外の部分もよく広げて、 他に表向きのカードがな

いのを印象づけます。 そして 3 枚をテーブルに抜き出してから、 はさまれているカードを表向きに

します。

* 備　考 *

なるべくデックの中央近くに現したいので、 端の近くにある場合は、 広げながら適当なところ

でカットして、 広げ続けて現します。

私が記録したこのやり方を私自身が再読して、 これまでしてサンドイッチトリックをやるだろう

か、 と疑問に思いました。

しかしながら、 そのように思ったことが、 ひとつの演出を思いつかしてくれました。 その演出

とは、 色々と違うタイプサンドイッチトリックを連続して演じるということです。

「食べるサンドイッチにも色々ありますが、 カードマジックでサンドイッチマジックと呼ばれるも

のにも色々な種類があります。 今日はいくつか違ったやり方をお見せしましょう ｣ というような

話をしてから演ずるのです。 そのような演出なら、 このバージョンも使い道があると思います。

当書には、 様々なタイプのサンドイッチトリックが収録されていますから、 うまく組み合わせれ

ば、 そのような演出のアクトが構成できると思います。
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どこでもサンドイッチ

= 加藤英夫、 2000 年 6 月 15 日 =

* 現　象 *

あらかじめスペードのロイヤルフラッシュの 5 枚を抜き出して、 テーブルに置いておきます。 相手

にデックから 1 枚のカードを選ばせ、 デックに戻させてよくシャフルします。 抜き出されていた 5 枚

のロイヤルフラッシュを取り上げ、 広げて 5 枚をもういちど見せてから、 そろえて右手に持ちます。

デックはテーブルに置きます。

5 枚を縦方向に広げてすべてのインデックスが見えるようにして、 相手のカードを 5 枚のカードの

好きな位置に出現させると宣言します。 相手にどのカードとどのカードの間に出現させるかを指定

させます。 カードを閉じ、 魔法をかけます。 そしてカードを広げると、 相手が指定した 2 枚の間に

1 枚の裏向きのカードが出現しています。 そのカードが相手の選んだカードなのです。

* 方　法 *

最初にスペードのロイヤルフラッシュの 5 枚を抜き出して、 10、 J、 Q、 K、 A の順にそろえ、 表向

きにテーブルの右の方に置きます。

デックから 1 枚のカードを抜かせ、 おぼえさせてからデックに返させますが、 トップにコントロール

します。 右手でロイヤルフラッシュの 5 枚を取り上げつつ、 左手はトップカードの下にブレークを作

ります。 右手のカードをデックのトップに置き、 広げて 5 枚を見せます。 カードを閉じるとき、 下に

ブレーク上の相手のカードをアディションします。

デックをテーブルに置きます。 カードを図 1 のように縦に

ずらしますが、 この段階では相手のカードはいちばん上

のカードの下にあります。

左小指で相手のカードをプルダウンし、 図 2 のように左

手をカードの列にそって下にずらし、 相手のカードをいち

ばん下の 10 とアラインさせます。

1

2
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「あなたのカードを好きな位置から出現させます。 10 とＪの間でもいいですし、 ＪとＱ、 ＱとＫ、 ＫとＡ

の間でもかまいません。 どのカードとどのカードの間にしましょうか」 とたずね、 相手に指定させ

ます。 このセリフ中で、 カードの名前を言うとき、 その位置を指さしながら言います。

ＪとＱの間が指定されたとします。「それでは」と言いつつ、

図 3 のようにＪとＱの間でカードを分け、 「これら 2 枚の間

に出現させます」 と言って、 またカードをもとの位置に戻

します。 そのとき、 右手のカードは相手のカードの上に

入れるのではなく、 下に置くのです。 相手のカードはすで

に指定された 2 枚のカードの間に入りました。

カードをいったん閉じ、 魔法をかけます。 それからカードを両手の間に広げて、 相手が指定した 2

枚の間に裏向きのカードが現れたのを見せます。 相手のカードを名乗らせてから、 そのカードを

抜き出して表を見せます。

思ったカードのサンドイッチ

= 加藤英夫、 2000 年 12 月 24 日 =

* 方　法 *

相手に 4 枚のカードを抜かせ、その中から 1 枚のカードをおぼえさせます。 4 枚を返してもらい、トッ

プにコントロールします。

表を自分に向けて両手の間に広げて、 トップの 4 枚をグリンプスして数の順を記憶しつつ、 それら

に含まれない数の同数同色の絵札を 2 枚アップジョグします。

アップジョグさせたままカードを裏向きにして、 アップジョグカードを抜いて表向きにトップにのせま

す。 2 枚のＪを使うこととします。 2 枚のＪを広げますが、 下の 4 枚も広げます。 「この 2 枚のＪで

あなたが心の中で選んだカードを見つけます。 あなたのカードは何でしたか」 と言います。 相手

のカードが裏向きのカードの 4 枚目であるとしたら、 2 枚のＪをそろえるときに、 下に 3 枚の裏向き

のカードをアディションし、 相手のカードの上にブレークを作ります。

上のＪをデックの上に引いて取り、 すぐ右手のカードをブレークの下に入れてカードをそろえます。

これで表向きのＪの間に相手のカードがはさまりました。 魔法をかけてから結果を見せます。

相手のカードが裏向きの 2 枚目と 3 枚目にある場合は、 同様のハンドリングで行えますが、 1 枚

目にある場合は、 たんにそのカードをアディションして、 上のＪを引いて取り、 その上に 2 枚を重

ねてサンドイッチとします。

3



102

プロセスサンドイッチ

= 加藤英夫、 2002 年 9 月 22 日発案、 2012 年 6 月 1 日完成 =

2002 年 9 月 22 日の " カードマジック研究日記 " につぎのように書かれています。 日記なの

で文体もいまとは違います。

16 枚のカードを使うが、 それらのボトムカードとボトムから 3 枚目を黒いＪとしておく。 トップから 2

枚ずつディールしていき、 好きなところでストップする ｡ そしてディールされたカードのトップカード

をのぞいて記憶する。 そのカードの上に手に残っているカードを重ねる。

カード全体を取り上げて、 ダブルカットでトップの 1 枚をボトムにまわす。 それからトップから 2 枚

ディールして、 最後まで 2 枚ずつディールする。 それからカードを表向きに広げて見よう。 記憶し

たカードは 2 枚のＪの間にはさまっているはずだ。 この原理はいままで書かれているのを読んだこ

とがないので、 私が考えものだと思っている。

人にやって見せるときは、 相手に 2 枚ずつカードをディールさせるが、 そのときあなたは後向きに

なっている。 そしてあらかじめ潜んでいた 2 人の探偵が犯人を捕まえたとして結果を見せる。

以上は原理を記述しただけのものであり、 これを作品としてまとめるには、 かなりの磨き上げが必

要になるはず。 磨き上げどころか、 2 枚ずつディールすることに対して理由づけしなければ、 実演

価値のあるものとはならないだろう。

以上が原案を思いついたときの記述です。 原文をいっさい変えずに再録いたしました。 以

下は 2012 年 6 月 1 日に書いたものです。

先に小さい方の問題点を解決しておきましょう。 それはダブルカットでトップの 1 枚をボトムに

まわすことです。 これは奇数枚を使うことによって不要になります。 17 枚のカードで同様に

行えば、 相手の操作後に 2 枚ずつのディールを行えば、 それで選ばれたカードはＪの間に

はさまります。

さて 2 枚ディールの問題です。 ここが加藤英夫の長年の経験の見せ所です。 2 枚ディール

する理由付けとしては、 その 2 枚が双子のカード、 すなわちマッチングペアであればよいの

です。 以下の解説を読んでいただければその意味がおわかりいただけるはずです。

* 方　法 *

「カード 1 組の中に 26 組の双子がいます」 と言って、 表を上に向けてデックを両手の間に広げて

いき、 最初に見つかった黒い絵札がフェースにくるようにカットします。 それがクラブのＱであると

して説明します。
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カードを広げ続け、 赤いＡから７までの数が見えたらそれを抜いて、 テーブルに表向きに置きます。

ばらばらに離して置きます。 すでに置かれているのと同じ数のカードが出たら、 先に置いたその

数のカードの上に少しずらして置きます。 そのようにしてＡから７までのペアを抜き出します。 なお

最初にある数がペアになったとき、 「双子とは、 このように同じ色で同じ数のカードのことです」 と

説明します。

「つぎに特別なペアを使います」 と言いながら、 こんどはカードを立てて表を自分に向けて広げて

いき、 まず適当な 1 枚をフェースに置き、 つぎに最初にフェースに置いた絵札のペアの相手、 こ

の例ではスペードのＱを見つけて、 フェースに置きます。 そしフェースの 2 枚を取る振りをして、 3

枚をそろえて右手に取り、 左手でデックをわきに置きます。

右手の 3 枚の表を上に向けて、 下のＱを左に引いて 2 枚のＱが見えるようにして、 「この 2 枚の

Ｑは双子の女性探偵なんです」 と言います。 それらをそろえてテーブル上のどれかのペアにのせ

て、 それらを取り上げて、 つぎつぎと他のペアの上に重ねて取り上げていき、 全部集めます。

全体を裏向きにします。 「私が後ろを向いているときにやってもらうことを説明します。 このように 2 枚

ずつ置いていって、 適当な双子を置いたところでストップしてください。 1 組目から 7 組目のどこでス

トップしてもかまいません」 と言いますが、 「このように 2 枚ずつ置いていって」 と言うときは、 トッ

プから 2 枚ずつ 3 組目まで置きながら言います。 テーブルに置いたカードを取って、 左手のカード

の上に重ねます。

「ストップしたあとのことはまた説明しますので、 まずストップするところまでやってください」 と言っ

て、 パケットを相手に渡し、 後向きになり、 説明したことをやってもらいます。

相手がストップしたら、 「いま最後に置いた、 テーブル上のいちばん上の 1 枚を取って、 表を見な

いであなたの胸ポケットに入れてください。入れましたか。そうしたら左手に残っているカードをテー

ブル上のカードの上に重ねてください」 と言います。

前に向き直ります。 カードを取り上げて、 「このようにカードを 2 枚ずつ置いていきます。 そうする

とあなたが隠したカードが見つかります ｣ と言いますが、 上から 2 枚ずつテーブルにディールしな

がら言います。 7 組目まで置いたら、 残りの 2 枚は 1 枚のごとく置きます。

カードを取り上げて、 表を自分に向けて広げていくと、 Ｑ

の間に 1 枚はさまっていて、 その手前に 1 枚だけエクス

トラのカードがあります。 そのエクストラカードの左サイド

にぎりぎりに左親指の先を当てて、 図 1、

1
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右手でつかんでいるカードを左にずらすと、 図 2 のように

エクストラカードが隠れます。その動きは図 2 のようにカー

ドが垂直になっているときにやるのではなく、 両手を前に

倒して、 表を上に向けながらやります。

カードの表が上を向いたら、 サンドイッチ部分を図 3 のよ

うに広く広げます。

そして 「探偵が 1 人を見つけました」 と言いながら、 サンドイッチの 3 枚を抜いてテーブルに置き

ます。 これがダイヤの４ですから、 隠されたのはハートの４です」 と言って、 相手のポケットに入っ

ているカードを出してもらいます。

目撃証言

= 加藤英夫、 2002 年 9 月 25 日 =

前述の ' プロセスサンドイッチ ' では、 相手がディールをストップするのが、 偶数枚目である

ことが必要なので、 双子の演出を利用して、 2 枚ずつディールさせています。

こちらの作品は同じ原理を使っていますが、 1 枚ずつディールさせて、 奇数枚置かれてストッ

プされたか、 偶数枚置かれてストップされたかを認知するアイデアを取り入れて、 奇数か偶

数によってそのあとのハンドリングで調整しています。

* 方　法 *

「このマジックには 2 人の刑事が登場します。 まずその 2 枚のカードを抜き出します」 と言って、

黒いＪを 2 枚抜き出して表向きにテーブルに置きます。

「そしてとても悪人が多く住んでいる町があります。 悪人を 18 人選びます」 と言って、 カードを両

手の間に表向きに広げていき、 赤から始めて赤いカードと黒いカードを交互にアップジョグしてい

きます。 なるべく交互に出していることを気づかれたくないので、 スピーディにやることと、 まとめ

て出せる部分は固まりごとアップジョグするようにします。 18 枚を抜き取って裏向きにし、 他のカー

2

3
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ドはわきに置きます。

「2 枚のＪがこの町の中に張り込みを行いました。 張り込んだ場所がわからないように後ろでやりま

す」 と言って、 18 枚のパケットを持った左手と、 2 枚のＪを表を上にして持った右手を背後に運び

ます。

Ｊをボトムから 1 枚目と 3 枚目に入れます。 そしてカードを前に出します。 「あなたに犯人を決めても

らいます。 このようにカードを置いていってください」 と言いながら、 5 枚のカードを置きます。 「好

きなところでストップして、 最後に置いたカードをのぞいておぼえます」 と言って、 最後にディール

されたカードをのぞいて見る振りをします。 「そうしたらこのカードを戻し、 上に残りのカードを重ね

てください」 と言って、 残りのカードをテーブルのカードに重ねる真似をしますが、 すぐに左手に戻

し、 そしてテーブルのカードを取り上げて左手のカードの上に重ねます。

「それではやってもらいますが、 あまり少なくても多くてもつまらないですから、 5 から 15 の数を心

の中で決めて、 その枚数を置いてストップしてください」 と説明して、 あなたは後向きになり、 説

明したことをやってもらいます。 終わったらカード全体を背後に伸ばした左手に渡してもらいます。

前に向き直り 「これから 2 人の刑事が犯人を捕まえるのですが、 捕まえるには目撃者の証言が

必要です。 あなたのおぼえたカード、 すなわち犯人は赤い服を着ていましたか、 それとも黒い服

を着ていましたか」 とたずね。 意味がわからないようなら 「おぼえたカードの色は赤でしたか、 そ

れとも黒でしたか」 とたずね直します。

黒と言われたら、 背後で上から 2 枚のカードを順番を変えずに右手に取ります。 順番を変えずに

取るというのは、 2 枚をいっしょに取るということです。 １枚ずつ 2 枚を取ると、 1 枚目の方が 2 枚

目よりも下になってしまいます。 そのあと 2 枚ずつ取って右手のカードの上に重ねていきます。 す

べてのカードを右手に取ったら前に出します。

犯人のカードが赤だと言われたら、 最初は 1 枚のカードを右手に取り、 そのあと 2 枚ずつ取って

いきます。

すべてのカードを右手に取ったら、そろえて前に出します。 犯人のカードが何であったかをたずね、

「そのカードが捕まったかどうか見てみましょう」 と言って、 カードを表向きにリボンスプレッドして、

サンドイッチ部分を広く広げ、 「見事に犯人が捕まりました」 と言って終わります。

* 備　考 *

' プロセスサンドイッチ ' は、 サンドイッチカードを表向きで裏向きのデックに入れることはでき

ませんが、 このトリックでは 2 枚ずつディールの操作を背後で行うことにすれば、 サンドイッ

チカードを裏向きのデックの中に表向きに入れて演ずることもできます。
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忍者警官

= 加藤英夫、 2002 年 5 月 30 日 =

サンドイッチカードがいったん見えなくなって、 また現れてサンドイッチ状態となる、 という現

象です。

* 方　法 *

2 枚の黒いＪを抜き出して、 「この 2 枚は警官ですが、 姿を隠すのがうまいので、 忍者警官と呼ば

れています」 と説明します。 それらを表向きにデックのトップに置いて、下の裏向きの 1 枚をアディ

ションし、 上の 1 枚をデックの上に引いて取り、 その上に残りの 2 枚を重ね、 結果としてＪ、 Ｘ、 Ｊ

として、 それらをテーブルに置きます。

犯人のカードを相手に決めてもらうと言って、 相手に 1 枚のカードを選ばせ、 いったんボトムにコ

ントロールし、 カットしてボトムから 3 分の 1 ぐらいに運びますが、 相手のカードの下にブレークを

作ります。

「2 人の警官は街の中に入っていきました」 と言って、 Ｊを取ってデックのトップに置き、 ブレーク

から分けてスリップカットします。続けてトップの 4 分の 1 をカットしてボトムにまわします。そしてデッ

クをテーブルに置きます。

デックの中央でカットして、 上半分を広げて中央に 1 枚のＪがあるのを見せます。 「1 人の警官は

こちらの区域を探すことにしました」 と言って、 カードを閉じつつ、 Ｊの上のカードの上にブレーク

を作り、 ブレークよりダブルカットします。 Ｊはトップから 2 枚目にきます。 テーブルに置きます。

他方のパケットを取り上げて、 広げて中央にＪがあるのを見せます。 「もう 1 人の警官はこちらの

区域を探すことにしましたし」 と言って、 カードを閉じるときにそのＪの下にブレークを作り、 ブレー

クよりダブルカットします。 Ｊがボトムにきます。 このパケットを他方のバケットの左に置きます。

右のパケットを左のパケットに重ねて、 デックを取り上げます。 「2 人の警官は、 誰にも見られない

ように、 ここで姿を隠します」 と言いながら、 ボトムにある表向きのＪを左指先で右にずらします。

ずれた部分は右手の陰に隠れています。

デックをリボンスプレッドしますが、 トップの 2 枚は広げないようにします。 そうすると表向きに入っ

ているはずのＪが消えたように見えます。 「ほら、 どこに警官がいるかわかりません」 と言います。

カードを閉じ、 魔法の動作としてリフルパスを行います。 そしてリボンスプレッドします。 中央にサ

ンドイット状態の 3 枚が現れます。 「警官は 1 人の男を捕まえました。 あなたが選んだカードは何

でしたか ｣ とたずね、サンドイッチ状態のカードを抜き出し、はさまれているカードの表を見せます。
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パストラミサンドイッチ

= 加藤英夫、 2002 年 5 月 4 日 =

ニューヨークのデリカテッセンでは、 パストラミサンドイッチが美味しいときいて、 朝食で注文

したところ、 周りの人たちが私の方に視線を向け、 ウェイトレスは 「できるかどうかきいてくる」

と言って厨房に向いました。 おかしいなと思って待っていると、 ものすごく厚いサンドイッチ

が出てきました。 肉の厚さだけで５cm は越えていました。 どうやらこのサンドイッチは朝食で

はなく、 昼食で食べるものだったようです。 がんばって全部食べました。

これから説明するサンドイッチトリックは、 最初に１枚のＡがはさまり、 はさまった状態でいった

んカードを閉じます。 そしてふたたび広げると、何と４枚のＡが挟まっているという、サンドイッ

チの増加現象なのです。 ニューヨークのちょっと恥ずかしい思い出から名前をつけました。

* 方　法 *

デックのトップに 4 枚のＡがある状態まで進めます。 初めからセットしておいてもいいですし、 ばら

ばらに入れたものを集めてもいいですし、 「サンドイッチを作るのに材料を用意します」 と言って、

どうどうと集めてもかまいません。

「サンドイッチを作るのに使うパンを何にするか、 あなたに決めていただきます。 Ｊ、 Ｑ、 Ｋのどれ

を使いましょうか。 色は赤がいいですか、 それとも黒にしますか」 と言って、 相手に決めさせます。

黒いＫを使うことにします。

表を自分に向けて広げ、 黒いＫをアップジョグし、 カードを閉じて裏向きにします。 アップジョグされ

た 2 枚のＫを抜いて表向きにトップにのせますが、下に 1 枚のＡをアディションします。 そしてフェー

スのＫを引いて取り、その上に残りの 2 枚を重ねます。 それらをデックのトップに置き、デックをカッ

トします。

魔法をかけてから、 カードを両手の間に広げて、 2 枚のＫの間に 1 枚の裏向きのカードがはさまった

のを見せます。 「ほらサンドイッチができました」 と言います。 それら 3 枚をアップジョグさせ、 それら

の下の 3 枚のＡの下にブレークを作りながらカードを閉じます。

アップジョグされた 3 枚をファン状に広げ、「何のサンドイッ

チができたか見てみましょう」 と言って、 まん中のカード

を抜いて表を見せます。 それを裏向きにしてテーブルに

置きます。 ブレークの下に右手の指先を入れて、 図 1 の

ように分けます。

1



108

1 枚のＫを左手のカードのトップ、 1 枚のＫを右手のカードのボトムに取ったように見えますが、 右

手のＫの下には 3 枚のＡがあります。

カードをもとのように重ねます。 そしてテーブルから裏向きのカードを取り、 2 枚のＫの間に入れま

す。 そしてそれらをデックの中に押し込みます。

とても厚いサンドイッチがあることを話をしてから、 いまできているサンドイッチを、 厚いサンドイッ

チに変えてみせると告げ、 カードに魔法をかけます。 カードを広げて表向きのＫの間に 4 枚の裏

向きのカードがはさまっているのを見せます。 間の 4 枚を抜いてテーブルに置きます。 表向きのＫ

は裏返してトップに置きます。 テーブルの 4 枚を表向きにして、 4 枚のＡであることを見せます。

超瞬間サンドイッチ

= 加藤英夫、 2002 年 9 月 21 日 =

* 方　法 *

2 枚の黒いＪ抜き出して、 「この 2 枚の黒いＪは探偵の働きをします。 彼らは町の中に隠れます ｣

と言って、 表向きに裏向きのデックの中に入れ、 ダブルカットによっていったんボトムに運びます。 そ

れからボトムの 1 枚のＪをボトムコップして、 同時に上から 3 分の 2 ぐらいをスウィヴルカットして

左手に渡します。そして下の 3 分の 1 ぐらいを上にまわしてそろえます。間にブレークを保持します。

以上でトップから 3 分の 1 ぐらいに 1 枚のＪがあり、 もう 1 枚のＪはボトムにあります。

カードを広げていき、 ブレークの近くにきたらスピードを落とし、 ブレークの上の表向きのＪをスライ

ドアウトします。 そして 「このように広げてきますから、好きな１枚を指さしてください」 と言います。

指さされたカードの右下を右手でつかみますが、 図 1 の

点線の位置で表向きのＪが指さされたカードの上に乗るよ

うにします。

そして右手のカードを上げて指さされたカードをアップジョ

グさせたら、 左手の指先を使って、 ボトムのＪを思い切り

図 2 の点線の位置まで、押し出します。 その動作をカバー

するために、 「このカードをおぼえていただきます」 と言

います。

1

2
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そしてカードを閉じます。 図 3。 右にずれているＪ はアッ

プジョグカードの下にすべり込ませます。 左手を上げて、

アップジョグカードの表を相手に見せて、 おぼえてもらい

ます。 アップジョグカードを押し込みます。

すでに選ばれたカードは表向きのＪの間にはさまっていますから、 結果を現します。

*　追　記 *　(2014 年 4 月 15 日 )

2 枚のＪをボトムとトップから 3 分の 1 ぐらいに配置するのに、 上記のやり方は煩雑な操作で

すので、 つぎのようにやるとよいでしょう。

1 枚のＪを入れてボトムにダブルカットして、 もう 1 枚のＪをボトムから 3 分の 1 ぐらいに入れて、

その下にブレークを作り、 ブレークからカットして上にまわし、 まわしたカードの下にブレークを作り

ます。

3
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